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関
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
第
三
十
九
回
刃
物
ま
つ
り
」
　
（
閑
市
刃
物
ま

つ
り
協
賛
会
、
関
市
、
関
商
工
会
議
所
主
催
）
が
七
、
八
日
に
開
か
れ

る
。
刃
物
大
廉
売
市
を
中
心
と
し
た
ま
つ
り
は
毎
年
、
多
く
の
人
た
ち
で

に
ぎ
わ
い
、
刃
物
の
街
工
関
の
雲
量
国
に
広
め
て
き
た
。
ま
つ
り
協
賛

会
長
で
、
県
刃
物
産
業
連
合
会
長
を
務
め
る
北
村
正
敏
さ
ん
（
六
六
）
＝
株
式

会
社
・
北
正
社
長
＝
に
、
ま
つ
り
や
関
の
刃
物
の
魅
力
巷
間
い
た
。

（
聞
き
手
・
中
山
道
雄
関
支
局
長
）

…
刃
物
ま
つ
り
の
来
場
者
の

動
向
は
。
毎
年
、
二
十
万
人
前
後
の
人

た
ち
が
関
を
訪
れ
て
お
り
、
客

足
は
安
定
し
て
い
る
。
県
内

を
除
け
ば
、
象
知
県
の
人
た
ち

が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
北
海
道

か
ら
九
州
ま
で
全
国
か
ら
、

お
客
さ
ん
が
集
ま
っ
て
い
る
。

米
国
、
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
な
ど

海
外
の
お
客
さ
ん
む
多
い
。

年
々
、
ま
つ
り
の
知
名
度
が
上

が
っ
て
い
る
証
拠
だ
ろ
う
。

－
経
済
効
果
も
大
き
い
。

刃
物
大
廉
売
市
だ
げ
で
、
六

千
万
円
か
ら
七
千
万
円
の
売
り

上
げ
が
あ
る
。
ア
ウ
ト
ド
ア
ナ

イ
フ
シ
ョ
ウ
や
、
刃
物
業
者
の

展
示
場
、
飲
食
関
係
も
含
め
れ

ば
、
売
り
上
げ
は
一
億
五
千
万

円
程
度
に
達
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
1
ま
つ
り
は
≡
十
九
回
目
を

迎
え
る
。
ま
つ
り
が
今
の
よ
う
な
形
に

な
っ
た
の
ば
一
九
六
八
（
昭
和

四
三
）
年
だ
が
、
そ
の
前
身
と

な
る
刃
物
市
は
五
五
年
か
ら
開

か
れ
て
い
た
。
当
時
は
、
開
刃

「刃物まつり開幕迫る」
物
卸
売
商
業
協
同
組
合
の
有
志

が
、
み
か
ん
箱
を
使
っ
て
展
示

台
を
作
り
、
刃
物
室
元
っ
て
い

た
。
こ
れ
だ
け
盛
大
な
祭
り
と

な
り
、
感
慨
深
い
。

－
閤
の
刃
物
の
魅
力
は
。

切
れ
味
は
も
ち
ろ
ん
、
デ
ザ

業
者
に
任
せ
て
い
る
と
こ
ろ
が

多
い
。
米
国
や
ド
イ
ツ
の
刃
物

業
界
で
は
、
「
S
E
K
I

（
関
）
」
の
名
が
よ
く
寧
り
れ

て
い
る
。
実
際
に
手
に
と
れ

ば
、
関
の
刃
物
の
良
さ
が
分
か

っ
て
も
ら
え
る
と
思
う
。

よ
取
近
の
刃
物
製
品
の
傾
向

は
。リ
サ
イ
タ
ル
や
エ
コ
ロ
ジ

ー
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
に
配
慮
し

た
製
品
が
増
え
て
き
た
。
植
物

が
原
料
で
、
自
然
分
解
し
や
す

い
樹
脂
を
ハ
ン
ド
ル
（
柄
）
に

使
っ
た
カ
ミ
ソ
リ
、
包
丁
や
、

金
属
と
樹
患
部
品
を
簡
単
に
分

解
で
き
る
ば
さ
み
な
ど
が
人
気

養
呼
ん
で
い
る
。
子
ど
も
で
も

安
全
に
扱
え
る
包
丁
な
ど
む
開

発
さ
れ
て
お
り
、
商
品
の
幅
が

広
が
っ
て
い
る
。

イ
ン
や
品
質
が
優
れ
て
い
る
。

外
国
の
刃
物
メ
ー
カ
ー
の
中
に

は
、
自
社
製
品
の
生
産
を
関
の

－
今
回
の
刃
物
ま
つ
り
に
か

け
る
意
気
込
み
は
。

四
十
周
年
覆
迎
え
る
来
年
の

ま
つ
り
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
盛
り
上
げ
た
い
。
全
国
の

鉄
道
の
駅
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

関の刃物の魅力や、刃
物まつりについて語る
北村正敏凄ん＝関市の
株式会社「］ヒ正」で

し
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
県
内
や

愛
知
県
の
自
治
体
な
ど
を
訪
ね

て
P
R
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。刃
物
は
正
し
く
使
え
ば
、
こ

ん
な
に
便
利
な
道
具
ば
な
い
。

犯
罪
で
使
用
さ
れ
る
と
、
危

険
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て

し
ま
う
の
は
残
念
だ
。
ま
つ
り

に
合
わ
せ
、
子
ど
も
た
ち
を
対

象
に
し
た
鉛
筆
削
り
教
室
を

開
く
な
ど
し
て
、
刃
物
を
正
し

く
使
う
運
動
を
広
げ
た
い
。

ま
つ
り
を
適
し
、
関
の
刃
物
の

魅
力
を
一
人
で
も
多
く
の
人

た
ち
に
細
っ
て
い
た
だ
き
た
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